であった。 不具になる 程の ことはなかった が、 眉間と 

額との 傷 はの こる だろうと 書いて あり、 治療 所の べッ 

ド から 書かれた ものであった。 そして、 その 負傷の し 

かたが、 突撃 中で はなく、 而も いかにも まざまざと 戦 

地の 中に 置かれた 身の 姿 を 思い描か しめる ような 事情 

においてであった。 謂わば 平凡な 文字の 上に、 暗い 河 

北 省の 闇と そこに 閃く 光が 濃く 且つ 鋭く 走った ような 

事情で ある。 

あの 顔に 向う 疵 では、 間の 抜けた 丹 下 左 膳 だね と 笑 

いながら、 すぐ 註文の 薬品 その他 を 揃える 仕度に とり 

ゝ ゝ ク 二 o 

力 力った 



今年 四つになる 男の児が いて、 その 児 は 河北の 夜に 

倒れた ものの 又従弟と でもい うつ づき あいに あた つ て 

いる。 慰問袋 を 女が 三人 あつまって 斿 えてい る わきで 

その 児が 見物して いたが、 やがて、 それなん なの、 と 

きいた。 「ァ ァ坊 知って るだろう、 ^ -1 ホ— じちち や 

んご 「知って るよ ご 「ャ ー ホ ー じち ちゃんが ね、 支那 

の 兵隊さん に コッン やられて 痛々 いしたから、 お 薬 

送って あげる のさ ご 「フ— ンご 男の児 は 両方の 白眼 を 

凝らす ように 気 を いれて 何 か 考えて いる 風 だ つたが、 

やがて、 オリ ー ヴ 色の スゥ エタ ァ から 出て いる 小さな 

頭 を ふって、 ちがうよ、 と 云った。 ちがう じ やない か、 



ャ ー ホ— じち ちゃんが 支那の 兵隊さん、 コッン したん 

だよ。 と 云った。 その 児の 母親 も そこにいて、 そう 

じ やな いんです よ、 と 罐づめ を 袋に いれながら 教えた。 

^ -— ホ— じち ちゃんが 痛々 したんで すよ。 すると 男の 

児 は、 殆ど 泣きそう に 力を入れて、 ちがう つたら 違う 

よ！ と 強情に その 反対 を 主張す るので ある。 

手紙 を 貰って 心痛 をして いる 若い 叔母が、 愉快で な 

い 面 持で、 妙な 小僧！ と 云った。 いやに 訳が 分らな 

いんだね。 本当にね、 どうしたん だろうと 子供の 母親 

も 考えて いたが、 何 かに 思い当つ たような ばつの わる 

い 表！！ になり、 目に とまらない ほど 顔 を赧ら めた。 そ 



やって いると、 女ながら もそう いう 画材 を 勉強して い 

る 友達が、 考える と 船なん て ぼろい な あ、 と 百 円の 絵 

一 つ を さばき かねる 婦人 画家の 生活 を 比較した。 

現在 はま だ 所謂 有名に なって いないでも、 これ はと 

目星 をつ けた 男の 画家の 絵 を、 コレクション として 

買って いる 人 は 決して 無く はなかろう。 あとで 価が 出 

るから と 買う の だが、 価が 出る という ことに は、 現在 

の 社会の くみ 立てに したがえば、 それだけ その 画家の 

芸術が 成長す るだろう という 卑俗ながら も 期待が - J め 

られ ている 訳で ある。 

婦人 洋画家と して 今日 著名な ひとは 既に 何人 か ある。 



話はョ ー 口 ツバ 大戦 当時にまで 遡る。 当時 そこへ 新 

たに ドック を こしらえて 儲けた 某と いう 人物が あ つ た。 

大戦 終局と ともに 持ち きれ なくなって、 o • T に 売る 

ことにな り、 o . T から 某の 友人であった 二人が 専務 

として 入った。 その 一人 は 技術 家で ある。 某 はこの 技 

術 家と 特に 親交が あって、 将来 はこの 人に 経営させる 

口約 もした の だそう である。 

最近 資本 系統が 代って、 その 技術 家 はやめる ことに 

なリ、 退職金 を 半分 貰った きりな ので、 愈々 その ドッ 

クを やり はじめた いと、 o • T と 交渉した が、 某は既 

に 没して いるので、 裁判沙汰 となった。 書類と いう も 



のはなかった から、 どうも 技術 家の 不利で ある。 そこ 

で、 もう 一 人の 専務が 羽織 を 一 着に 及んだ 乾 分 を o - 

T 社長 宅へ やった。 行った 人間 は、 白 鞘 をす こし のぞ 

かせた そうだ。 裁判 は 急転直下、 有利に 解決し、 今度 

は 乾 分 を や つ た 方の 男が 音頭 をと つ て 経営し はじめた 

が、 この 男 は 満州へば かリ 度々 出かける し、 濫費す る 

ので、 遂に 専務 を やめざる を 得 なくなった。 

ここへ 別の 一人物が 登場して 来る。 某大 銀行の 持つ 

ている ドックで 働いて いる 人で、 自分の ものが 時節柄 

欲しくな つたので あろう。 ごた ついている ところに 目 

をつ けて、 例の 満州へ よく 行く 人物 を、 技術 家の 代理 
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